












































































































































































































『枯葉』を作詞したジャック・フ・レヴェールのように、町の大工さんにも、家庭の主婦にも伝わる詩を書きたいというのが茨木 だったと思う。一方 、 かりやすそうで難解という詩も茨木さんにもある 詩の受け取り方によって解するものはそれぞれだと思いますよ」と。　
一、 二年に一度の間隔で同人誌が刊行されていく『櫂』































































































































































































































が、万事きちんとした人で、家や庭 手入れも怠らず 人に会えばつい、自身の病や孤独の身の上をこぼすのが老境の習いであるが、愚痴 類することは口 しなかったという。　
彼女が〝強い人〟だったとは私は思わない。ただ、自身
− 109 −
を律することにおいては強靭であった。その姿勢が詩作するというエネルギーの源でもあったろう。たとえ立ち竦むことはあったとしても、崩れることはなかった。そのことをもってもっとも彼女の〈品格〉を感じる、と後藤正治は述べている。　
同書の解説で梯久美子は
　　　　
清冽の流れに根をひたす
　　　
わたしは岸辺の一本の芹
　　　
わたしの貧しく小さな詩編も
　　　
いつか誰かの哀しみを少しは濯うこともあるだろうか
　
の詩を引用し清冽という語には、やさしさよりもきびし
さ、穏やかよりも烈しさのニュアンスがある 。　
谷川俊太郎は「背丈があって目を引くほどの 人でした
ね。躾の良さがにじみ出ていて、折り目正しいし人柄 いい」と評している。　
後藤正治著『清冽』のカバーを飾る、書棚を背景にした
彼女の写真は、品格があり谷川の表現通りである。　
二○○六年二月十七日、三浦（茨木）のり子、死去。
七十九歳。遺体はすぐ荼毘に付すこと、通夜や葬儀や偲ぶ会などは無用、詩碑その他も一切お断りするように。死後日数を経て近しい人々に「別れの手紙」を差上げてほしい、と。その手紙 鉛筆書きで記されていた。年と月日は空欄
にしたまま、三つ折りの葉書大の手紙が印刷されていたのは死去の三ケ月前であった。
（ゆもと
　
あきこ）
